
坂監第 ３４６ 号  

令和８年８月１０日  

 入札参加者  様 

 

坂井市財務部監理課長     

（ 公 印 省 略 ）      

 

回 答 書 

 

 令和８年１０月１日執行の入札案件について、下記のとおり質疑がありまし

たので回答いたします。 

 

記 

 

入札案件：（仮称）東尋坊ビジターセンター建設工事（建築） 

 

 

質疑番号 回 答 

1 

Q:ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査資料のご提示をお願いします。 

特に地質名に東尋坊安山岩質貫入岩体の詳細を御指示願います。 

A:令和 8 年 7 月 10 日付けの質疑回答書の別添-２（地質調査報告

書）をご参照ください。 

2 

Q:杉板本実型枠材について、県産材以外の使用は可能でしょうか。御指

示ください。 

A:県産材以外の型枠材を使用可能です。 

3 

Q:B1F,1F の柱 C2,C2A の断面寸法について以下異なります。 

  ・V-S302：600×1600 

  ・V-S501：600×1500 

 V-S501 断面ﾘｽﾄを正として宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:V-S501 断面ﾘｽﾄ：600×1500 を正としてください。 

4 

Q:ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ梁 PG2 について、端部の梁上端～ｼｰｽ菅の寸法が以下で異

なります。どちらが正か御指示下さい。 

  ・V-S502：188mm 

  ・V-S601：200mm 

A:V-S601：200mm を正としてください。 



5 

Q:ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ梁 PG12 について、端部の梁上端～ｼｰｽ菅の寸法が以下で異

なります。どちらが正か御指示下さい。 

  ・V-S502：188mm 

  ・V-S602：300mm 

A:V-S602：300mm を正としてください。 

6 

Q:V-S601･602 のﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ梁詳細図について、端部定着具の位置の表

現が横断面と縦断面で異なります。特に縦断面の表現では躯体からむき

出しに見え保護ｺﾝｸﾘｰﾄが必要かと考えられます。どちらが正か御指示下

さい。 

A:縦断面を正とします。保護コンクリートは必要と考えてください。 

7 

Q:B-B 断面詳細図(1)にて PC 屋根に超速硬化ｳﾚﾀﾝ複合防水(TXH)の記

載がありますが、仕上共通事項･材料表に TXH の記載がありません。

材料表に記載のある超速硬化型ｽﾌﾟﾚｰｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2H と考えて宜

しいでしょうか。御指示下さい。 

A:B-B 断面詳細図(1)を正として、TXH としてください。(メンテナン

ス・清掃時に人が歩行する可能性があるため) 

8 

Q:B-B 断面詳細図(1)にて屋上屋根部分に改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水の記載が

ありますが、仕上共通事項･材料表には改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 BI-1 の記載が

あります。ﾒｰｶｰ確認したところ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水には、BI-1 の仕様があ

りません。改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水を正とした場合の品番･仕様等を御指示下

さい。 

A:アスファルト防水保護絶縁仕様 BI-1 (改質アスファルト防水常温複

合工法 PLS-2 同等以上）としてください。 

9 

Q:仕上共通事項･材料表にて、ﾄﾞﾗｲｴﾘｱに高強度型ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 と

記載ありますが、高強度型ですので X-2H と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

A:X-2H と考えてください。 

10 

Q:内部仕上表(2)にて、ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ､ｱﾙｺｰﾌﾞ等に御影石の記載があります

が、石の色や石種が不明です。仕様を御指示下さい。 

A:グレー「G654」程度としてください。 

11 

Q:内部仕上表(2)にて、ｱﾙｺｰﾌﾞ壁に安山岩(掘削時生け捕り)と記載ありま

すが、使用する石のｻｲｽﾞや厚みが不明です。仕様を御指示下さい。 

A:サイズについては「600×900×t45~90」程度としてください。詳細は

掘削時に協議とします。 



12 

Q:安山岩(掘削時生け捕り)について、掘削時生け捕りではなく、購入安

山岩での見積りでもよろしいでしょうか。 

A:掘削時生け捕りを想定ください。詳細は掘削時に協議とします。 

13 

Q:参考内訳書ﾀｲﾙ工事にて PC ﾀｲﾙ張 600×600×ｔ40 の記載があります

が、詳細が不明です。600×600×ｔ40 のｺﾝｸﾘｰﾄ平板素地と考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。上記質疑否の場合、600×600×ｔ40 のﾀｲﾙ

品番ﾒｰｶｰ等を御指示下さい。 

A:コンクリート平板舗装（東洋工業）同等としてください。 

14 

Q:PC ﾀｲﾙ張 600×600×ｔ40 について、階段の納まりが不明です。詳細

図を御提示いただけないでしょうか。 

A:屋根の「PC タイル 600 角」に階段はありません。「V-A022 屋根伏

せ図」ではなく、「V-A026 2 階平面図」を正としてください。 

15 

Q:ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ PC 屋根の鉄骨下地について、内訳で支持柱：Stφ120 の指

示がありますが、それだけでよろしいでしょうか。 

A:下記の仕様としてください。鉄骨柱：φ139.8-6.0 [耐火被覆（膨張性

耐火塗料）1 時間耐火 国土交通大臣認定仕様による] 4 周に 2m ピッチ

で 8 本計画しています。 

16 

Q:2 階平面詳細図について中央部屋根の寸法が 5200×5200 ですが、B-

B 断面詳細図(1)では 6000×6000 です。B-B 断面詳細図(1)を正と考え

て宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:B-B 断面詳細図(1)を正としてください。 

17 

Q:ｹﾐｸﾘｰﾄ E 流しのべ工法の塗床厚みは 2.0mm と考えてよろしいでし

ょうか。御指示下さい。 

A:本入札資料に「ｹﾐｸﾘｰﾄ E 流しのべ工法」の記載は見当たりません。 

18 

Q:ｻｲﾝﾌﾟﾛｯﾄ図がありますが、ｻｲﾝの姿図がなく、形状材質詳細が不明で

す。ｻｲﾝ姿図をご提示いただけないでしょうか。 

A:別添「サインリスト」ご参照ください。 

19 

Q:ﾄｲﾚﾌﾞｰｽの仕様が以下異なっております。 

 特記仕様書(V-A012)：ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板 

 標準詳細図(V-A221)：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板、化粧ｼｰﾄ貼り 

 合計 3 種類の記載のうち、どの仕様を正とすれば宜しいでしょうか。

御指示ください。 

A:特記仕様書(V-A012)：ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板を正としてください。 

 



20 

Q:多目的室の移動間仕切に関しまして、遮音性能の数値を御指示下さ

い。 

A: 遮音性能 58db(500Hz)「コマツウオール LW-100D2 同等」です。 

21 

Q:軽飲食ﾃﾅﾝﾄの稼働間仕切の仕様記載がございません。御指示くださ

い。 

A: 遮音性能 56.8db(500Hz)「コマツウオール LW-60D 同等」です。 

22 

Q:V-A111 図にて授乳･おむつ交換ｽﾍﾟｰｽで ECPt=15 の記載がありま

すが、二重壁 ECP ﾗﾑﾀﾞｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞの t=15 は製造中止のため、t=20 に

変更すると考えて宜しいでしょうか。 

A:同等品が無い場合には、上記のように変更します。 

23 

Q:通路 2 の手摺について以下異なります。 

  ・V-A105-2：手摺 SUS38φPHL 仕上 

  ・V-A207：笠木 福井県産杉材 φ40 

 どちらを正として宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:V-A207：笠木 福井県産杉材 φ40 を正としてください。 

24 

Q: V-A205 階段 1 の部分詳細図について、階段 1 の段鼻はﾉﾝｽﾘｯﾌﾟｲﾍﾟ

材 50×36 とありますが、右下にあるﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ SUS304 ﾍｱﾗｲﾝの記載は

階段 2 の段鼻の仕様でしょうか。御指示下さい。 

A:右下にあるﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ SUS304 ﾍｱﾗｲﾝの記載は階段 2 の段鼻の仕様で

す。 

25 

Q:ｶｳﾝﾀｰについて以下の仕様･形状が不明ですので御指示下さい。 

  ・B1F ｵﾌｨｽ 1-後方通路 1 間 受付ｶｳﾝﾀｰ 

  ・B1F ﾁｹｯﾄ売り場ｶｳﾝﾀｰ 

  ・B1F 受付ｶｳﾝﾀｰ 

  ・1F 展望室(軽飲食ﾃﾅﾝﾄ) ｶｳﾝﾀｰ 

A:別添「家具備品リスト」参照ください。 

26 

Q:木工事の内訳(P.18)に高耐久性天然木材の記載がありますが、下地合

板は必要でしょうか。御指示下さい。 

A:下地合板(t=12mm)は必要です。 

27 

Q:木工事の内訳(P.18)に木ﾊﾟﾈﾘﾝｸﾞ材 t8 の記載がありますが、練付合板

のことでしょうか。ﾒｰｶｰ名･樹種を御指示下さい。 

A:共栄木材 つくるシリーズ 桧パネリング 3000×68×t10 同等として

ください。 

 



28 

Q:木工事の内訳(P.18)に福井県産杉板乱尺張りの記載があります。下地

合板･木下地は必要でしょうか。御指示下さい。 

A:不燃合板 t12 としてください。 

29 

Q: 木工事の内訳(P.18)に準不燃合板 t12.5+t12.5 の記載があります

が、使用用途は仕上面でしょうか。もしくは下地でしょうか。合わせて

材種も御指示下さい。 

A:下地です。不燃合板「唐松または杉 t12」としてください。 

30 

Q:木工事の内訳(P.18)にﾍﾞﾝﾁ部福井県産木材座面の記載がありますが、

下地合板+杉材と考えてよろしいでしょうか。また仕様･寸法も不明で

す、合わせて御指示下さい。 

A:下地合板+杉材としてください。「V-A1031 階平面詳細図」及び「V-

A109E 断面詳細図」を参照ください。 

31 

Q:内装工事の内訳(P32)にﾍﾞﾝﾁ製作ｸｯｼｮﾝ独鈷掛け杉県産材積層座面付

きの記載がありますが、詳細が不明です。 

木工事の内訳(P18)に含むとし不要と考えて宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

上記質疑否の場合、詳細をご提示ください。 

A:別添「制作クッションリスト」及び「V-A166 展開図(7)」参照くださ

い。 

32 

Q:部分詳細図(4)(ｻｯｼ)について、ﾒｰｶｰに確認したところ建築図に載って

いる詳細図が打合せ初期の古い参考図になっているようで建具姿図が

立面･平面･建具ﾘｽﾄと異なります。最新の参考図を御提示いただけます

でしょうか。 

A:別添「V-A204」ご参照ください。 

33 

Q:方立が熱押形鋼と FB の 2 種類記載がありますが、熱押形鋼と考え

て宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:別添「V-A204」ご参照ください。一般部は熱押形鋼、角部について

は FB です。 

34 
Q:縦断面詳細図に材料寸法の記載がありません。御指示下さい。 

A:別添「V-A204」ご参照ください。 

 

 

 

 



35 

Q: SW-1 の割付が以下異なっております。 

立面図(V-A032) ：18 連(1+10+7) 

平面詳細図(V-A103)：16 連(1+10+5) 

建具ﾘｽﾄ(V-A307) ：15 連(1+9+5) 

平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:平面詳細図(V-A103)：16 連(1+10+5)を正としてください。別添「V-

A204」ご参照ください。 

36 

Q: SW-3 の割付が以下異なっております。 

立面図(V-A032) ：6 連 

平面詳細図(V-A103)：6 連 

建具ﾘｽﾄ(V-A307) ：5 連 

平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:建具ﾘｽﾄ(V-A307)：5 連を正としてください。 

37 

Q: 建具ﾘｽﾄ(1)にて仕上に ZN-M と記載がありますが、溶融亜鉛ﾒｯｷと

考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:亜鉛メッキ鋼鈑+メラミン樹脂焼付塗装としてください。 

38 

Q: 多目的室の収納ｽﾍﾟｰｽの扉と軽飲食ﾃﾅﾝﾄの収納庫の扉及び同じく軽

飲食ﾃﾅﾝﾄにある移動間仕切用の収納ｽﾍﾟｰｽの扉について、建具符号の設

定がございません。寸法は平面図詳細を正とし、仕様は他の建具に倣い

SD のﾌﾗｯｼｭ戸と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:お見込みのとおりです。 

39 

Q: V-A211,216 にエレベーター及び小荷物昇降機の品番が記載されて

いますが、昇降機設備はそれぞれ同等のﾒｰｶｰﾌﾘｰと考えて宜しいでしょ

うか。御指示ください。 

A:お見込みのとおりです。 

40 

Q: V-A211,216 に塩害仕様と記載がありますが、各ﾒｰｶｰの標準的な塩

害対策仕様と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

A:お見込みのとおりです。 

41 

Q: 昇降機設備は設置した専門業者が保守・点検業務を行うと考えて良

いでしょうか。御指示下さい。 

A:お見込みのとおりです。 

 

 


